
「”舞姫 ”を通し て鴎外が 訴えたか ったこと 」  

 

私がこの テーマを 選んだ理 由は、鴎 外の生き ざまを調 べていた ときに主 人公であ る豊  

太郎と本 当によく 似ていた ことに気 づき  

豊太郎と いうのは 鴎外自身 のことな のではな いか、豊 太郎とい う人物を つかって 自分  

の今まで の経験か ら得た” なにか” を  

訴えたか ったので はないか 、と思っ たからで ある。  

私はその ”なにか ”を「中 途半端に 野心、欲 望だけを 追っても 結局自分 のなかに 残る  

ものは虚 しさと後 悔である 。」とい う  

ことであ ると考え る。  

 

豊太郎の 行動から 見ていこ うとおも う。豊太 郎は幼い 頃から教 養豊かで 勉学の面 では  

人並み以 上の能力 があった 。周囲の 人  

に勧めら れるがま まの人生 を送って きたため 、決して 道を踏み 外すこと はなかっ たの  

である。 しかし、 エリスと 出会い恋 に落ちた こと  

で周囲の 誤解を招 き、これ までの豊 太郎であ ればあじ わうこと のなかっ た免職に あう  

など大き く道を踏 み外して しまった 。  

その後、 エリスと 同居し、 子を授か ったとい うときに なって、 大臣から のロシア 同伴  

の誘いに 容易な考 えで同意 してしま った。つ まり  

エリスと お腹の子 を捨て自 分の野心 に走って しまった のである 。結局は 自分の出 世と  

名誉に目 がくらん だのでは ないだろ うか。  

しかし豊 太郎は、 エリスの ことを完 全に捨て ていたわ けではな かった。 それは最 後に  

エリスが 狂ったの は相沢の せいだと も  

言える「 されどわ が脳裏に 一点の彼 をにくむ 心今日ま でも残れ り」とい う憎しみ を込  

めた文か らも読み とれる。 エリスの ことなど 本当  

にどうで もよかっ たのなら 、エリス が狂おう がどうな ろうが自 分の野心 に走った 豊太  

郎には関 係のない 話であろ う。エリ スをおい て帰国  

したが心 のどこか では中途 半端にエ リスから 離れられ ないでい た。豊太 郎には、 「こ  

の弱くふ びんなる 心を」と 述べてい るように 、自分  

でも認め る心の弱 さがあっ たため野 心だけの 中で生き きること ができな かった。 もっ  

と強い心 の持ち主 であった のなら自 分の欲す るも  

のを徹底 して追い かけるこ とができ ていたは ずだ。  

私はここ でもっと 深く人生 の中でい ったいな にが大切 かを考え ていれば 、名誉、 出世  

だけでな くエリス との関係 、相沢と の関係を も保つこ とが  

できたの ではない かと考え る。大臣 に誘われ たときに エリスも いっしょ に連れて 行く  



案やエリ スと真剣 に話し合 うことも できたと 考え  

る。それ ができな かったの はやはり 豊太郎の 、意思を 主張でき ない心の 弱さでは ない  

か。  

  

この小説 は途中ま では鴎外 自身を投 影してい るもので あるとい える。し かし、そ の後  

の豊太郎 がどう生 きたかと いうこと はかかれ ていない 。  

鴎外は、 その後ど う生きる べきかを 案に読者 になげか けている のではな いか。欲 望だ  

けを追い かけ虚し さと後悔 しか残ら なかった 人生の  

その後を どう生き ていくか が鴎外か らのメッ セージで ある。  

私ならば まず相沢 やエリス に謝るこ とからは じめ、自 分の心と しっかり 向き合い 自分  

が選び与 えられた 使命に懸 命になる ことでこ れまで  

の失態を つぐなっ ていくと 思う。  

 

 


